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第１節 生涯にわたる健康づくりの推進 

健康増進 

 

第一次総合計画後期基本計画の主な取組 

 

○ 保健補導員を育成し、活動の支援をする

ことで、地域と一体となった保健予防活

動を行っています。 

 

○ 健康に関する講演会やぴんころステー

ションなどを開催し、市民の健康づくり

に対する意識の高揚を図っています。 

 

○ 地域の強みである「健康長寿」のブラン

ド化に向け、調査を行うとともに、推進

体制の整備を行いました。 

 

○ 歯や口腔の健康に対する意識の高揚を

図るため、年代別、対象別の様々な教室

を行っています。 

 

○ 森林セラピー基地（春日の森、平尾の森）

において市民向け体験ツアーを開催し、

健康づくり活動を推進しています。また、

平尾の森に佐久市温水利用型健康運動

施設を整備しました。 

 

○ 広報やホームページにより食育の啓発

を行うとともに、食生活改善推進員を育

成し、活動の支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 

○ 市民の健康増進のため、地域の健康管理

の担い手として、保健補導員や食生活改

善推進員を継続して育成する必要があ

ります。 

 

○ 市民の健康寿命の延伸と健康格差の縮

小のため、講演会や講座の開催により、

健康に対する意識の高揚を図る必要が

あります。 

 

○ 「健康長寿」の魅力や要因などに関する

調査の結果を分析し、市民の健康増進の

ための施策に反映するとともに、「健康

長寿」のまちの魅力を発信していく必要

があります。 

 

○ 歯や口腔の健康を維持するため、歯の教

室や健診など各種事業に、引き続き取り

組む必要があります。 

 

○ 市民が心身ともに健康を維持するため、

森林セラピー基地（春日の森、平尾の森）

や佐久市温水利用型健康運動施設など

を利用した健康増進活動を充実してい

く必要があります。 

 

○ 健全な食生活を実践する力を養うため、

食育についてさらに広報活動を充実す

る必要があります。 
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第二次総合計画前期基本計画の主な取組 

 

（１）地域における健康管理の 

担い手の育成 

○ 地域における保健活動の主体となるよ

う、保健補導員や食生活改善推進員を育

成するとともに、研修などを充実し、よ

り一層地域の自主活動を促進します。 

 

○ 保健補導員が任期終了後も地域におい

て自主活動ができるよう支援します。 

 

（２）健康づくり活動の推進 

○ 健康に関する講演会や講座を開催し、市

民の健康に対する意識の高揚を図りま

す。 

 

○ 地域が将来にわたって「健康長寿」であ

り続けられるよう、健康長寿のより一層

の増進のための施策を推進するととも

に、「健康長寿」のまちの魅力を国内外

に発信します。 

 

○ 乳幼児から高齢者までの各年代におけ

る歯の健康や疾病予防などの各種事業

を実施し、市民の意識の高揚を図ります。 

 

○ 森林セラピー基地（春日の森、平尾の森）

や佐久市温水利用型健康運動施設を利

用した健康づくりプログラムや体験ツ

アーなどをさらに推進します。 

 

（３）食育の推進 

○ 市民が生涯にわたり健康で暮らせるよ

う、広報を通じ「食を大切にする心を育

む」ことについて啓発を図ります。 

 

 

 

○ 健全な食生活を実践する力を養うため、

関係機関と連携し、各世代での食育事業

を推進します。 
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保健活動 

 

第一次総合計画後期基本計画主な取組 

 

○ 将来にわたり健康長寿であり続けるた

め、保健予防活動などの「新しい保健」

を推進しています。 

 

○ 健（検）診データやレセプトの分析結果

を活用し、訪問や電話による受診勧奨、

追跡管理を行うとともに、健診未受診者

に対する個別受診勧奨を行っています。 

 

○ 保健師・看護師によるおたっしゃ訪問、

高齢者基本調査、栄養士による栄養改善

指導、歯科衛生士による歯科保健指導な

どの高齢者保健事業を行っています。 

 

○ 感染症の発生状況の情報収集を行い、広

報やホームページで周知するとともに、

行動計画を策定し、発生時に備えた体制

を整備しました。 

 

○ 自殺予防対策として、電話及び窓口での

相談体制を整備するとともに、関係機関

との連絡協議会や庁内関係課連絡会議

の設置、ゲートキーパーの養成を行って

います。 

 

○ 精神障がい者が地域で安心して生活で

きるよう、相談者の状況に応じ家庭訪問

や電話相談を行うとともに、家族への相

談支援を行っています。 

 

 

 

 

現状と課題 

 

○ 若い世代からの保健予防活動を推進す

るため、引き続き「新しい保健」を推進

していく必要があります。 

 

○ 若い世代からの生活習慣病予防や重症

化防止が重要なため、健（検）診データ

などの多面的な分析を実施し、保健指導

の充実を図る必要があります。 

 

○ 健（検）診の受診率向上のため、若い世

代から健康診断を受診しやすい環境を整

備する必要があります。 

 

○ 高齢者の生活の質を低下させる要因と

なる生活習慣病や虚弱を予防するため、

さらに高齢者保健事業を推進していく

必要があります。 

 

○ 感染症の発生予防やまん延防止のため、

予防接種やエイズなどの各種感染症の

知識の啓発をさらに強化する必要があ

ります。 

 

○ 自殺予防や防止のため、「誰も自殺に追

い込まれることのない社会」を目指し、

相談支援を継続して行うとともに、自殺

予防に関わる人材育成を行う必要があ

ります。 

 

○ 精神障がい者が地域で安心して生活で

きるよう、引き続き関係機関との連携を

図り、地域で支え合う体制を整備してい

く必要があります。 
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第二次総合計画前期基本計画の主な取組 

 

（１）保健活動の充実 

○ 「新しい保健」をさらに推進します。 

 

○ 喫煙・食生活・運動などの生活習慣を改

善する一次予防活動や特定保健指導を

中心に、保健指導の充実に努めます。 

 

○ 商工会議所や学校などで健（検）診の受

診勧奨や健康講話を開催し、健康診断の

受診率向上を図ります。 

 

○ 訪問指導などの高齢者保健事業の充実

を図ります。 

 

（２）感染症予防対策の推進 

○ 国・県と連携し、感染症に対する知識の

普及や予防意識の啓発の強化を図りま

す。 

 

○ 感染症に関する情報の把握や発生時の

体制整備など、情報収集と流行のまん延

防止に努めます。 

 

（３）こころの健康づくり 

○ 心のほっとライン・佐久（電話相談）や

窓口相談などの相談機能を充実させる

とともに、自殺予防に関わるゲートキー

パーの養成を推進します。 

 

○ 精神障がい者が地域で安心して生活で

きるよう、生活相談などの支援に努めま

す。 
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医  療 

 

第一次総合計画後期基本計画の主な取組 

 

○ 高齢化社会に対応した地域完結型の医

療を安定的に提供するため、急性期以降

の患者の療養環境の整備を支援してい

ます。 

 

○ 出前講座の開催や広報への掲載により、

「かかりつけ医」を持つことの大切さに

ついて啓発活動を行っています。 

 

○ 佐久総合病院再構築の支援により、平成

２６年３月に佐久医療センターが開院

するとともに、佐久総合病院本院の再構

築が進められています。 

 

○ 佐久医師会・佐久歯科医師会の協力のも

と、休日小児科急病診療センター、平日

夜間急病診療センター、休日救急歯科診

療所を開設しています。 

 

○ 浅間総合病院では、第二次整備事業によ

り、手術室、糖尿病センター、給食施設

などを整備しました。 

 

○ 浅間総合病院では、大学医局や県などへ

の要請、臨床研修の受入体制の強化によ

る初期研修医の確保、医師住宅取得資金

貸付制度の活用などにより、人材確保に

努めています。 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 

○ 医療体制の充実を図るため、市民の医療

ニーズの調査を実施し、病病連携による

患者の診療情報の共有化を検討する必

要があります。 

 

○ 病状などに応じた医療機関へのかかり

方や健康に関して日常的に相談できる

「かかりつけ医」を持つことが重要なた

め、情報提供を充実していく必要があり

ます。 

 

○ 休日小児科急病診療センター、平日夜間

急病診療センター、休日救急歯科診療所

の周知を図るとともに、利用しやすい環

境の整備を進めていく必要があります。 

 

○ 浅間総合病院は、安定した医療提供と健

全運営を図るため、医師を始めとする人

材確保に努める必要があります。 

 

○ 浅間総合病院は、良質な医療を安定的に

提供し続けるため、医療機器や施設を計

画的に更新する必要があります。 
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第二次総合計画前期基本計画の主な取組 

 

（１）地域医療体制の充実 

○ 国の医療施策の動向や市民ニーズを踏

まえ、関係機関と連携し医療体制の充実

を図り、患者の診療情報の相互連携を検

討します。 

 

○ 身近なところできめ細かな医療を提供

する「かかりつけ医」の普及を図ります。 

 

○ 休日小児科急病診療センター、平日夜間

急病診療センター、休日救急歯科診療所

など、地域の救急医療体制の充足につい

て、佐久医師会・佐久歯科医師会などの

協力を得ながら促進します。 

 

（２）浅間総合病院の充実 

○ 県の地域医療構想を踏まえた「浅間総合

病院新公立病院改革プラン」に基づき、

市民が必要とする医療の提供を行うた

め、医師を始めとする人材の確保や経営

基盤の強化に努めます。 

 

○ 良質な医療を安定的に提供し続けるため、

地域や時代の要請に対応した、医療機器

や施設の計画的・効率的な更新を進めま

す。 
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医療保険・国民年金 

 

第一次総合計画後期基本計画の主な取組 

 

○ 国民健康保険税の収納率向上のため、職

員による一斉滞納整理や夜間休日の徴

収などを行っています。 

 

○ 国民健康保険の健全運営のため、レセプ

ト分析などに基づき、生活習慣病重症化

ハイリスク者に対し、訪問や電話での受

診勧奨、追跡管理を行っています。 

 

○ 特定健康診査の受診率向上のため、健診

キャンペーンやチラシの配布などを行

っています。 

 

○ 後期高齢者医療制度は、高齢者に理解が

得られるよう、制度の周知を行っていま

す。 

 

○ 無年金者の解消を図るため、日本年金機

構と連携し、年金保険料納付相談会を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 

○ 国民健康保険財政は、高齢化の進行や医

療の高度化などにより保険給付費が増大

する一方、被保険者数の減少などにより、

支出の増に見合う収入の確保ができない

状況が見込まれます。 

 

○ 国民健康保険が将来にわたり安定的で

持続可能な制度となるよう、財政健全化

に向けた計画的な取組を行う必要があ

ります。 

 

○ 国民健康保険は、制度の安定化を図るた

め、平成３０年度から都道府県が市町村

とともに保険者となり、財政運営の責任

主体となるため、国や県の動向を注視し

ていく必要があります。 

 

○ 後期高齢者医療制度は、財政運営の健全

化や安定的な運用のため、低所得者層の

増加や、制度への理解不足による保険料

の滞納に対応する必要があります。 

 

○ 国民年金は、若年層を中心に未加入者や

未納者が増加していることから、老後の

生活の安定と地域経済の基盤確保のた

め、年金制度の啓発に努める必要があり

ます。 
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第二次総合計画前期基本計画の主な取組 

 

（１）国民健康保険の健全運営 

○ 安定的で持続可能な医療保険制度の運

営のため、５か年ごとに財政健全化計画

を策定し、計画に基づく取組を進めます。 

 

○ 国民健康保険税の収納率向上のため、滞

納者との早期折衝を図るとともに、滞納

処分を強化し、滞納額の縮減を図ります。 

 

○ 糖尿病性腎症などの重症化を予防し、保

険給付費を抑制するため、レセプトなど

から抽出した対象者に対する保健指導

の強化を図ります。 

 

○ 疾病の早期発見・早期治療を促進するた

め、特定健康診査の受診率の向上を図り、

保険給付費の縮減に努めます。 

 

○ イベントでの啓発などにより、ジェネリ

ック医薬品の使用を促進します。 

 

○ 国や県の動向を注視しながら、国民健康

保険の制度改革への対応を図ります。 

 

（２）後期高齢者医療制度の 

適切かつ円滑な運営 

○ 後期高齢者医療保険料の収納率向上の

ため、コンビニ納付の開始により被保険

者の利便性の向上を図るとともに、滞納

者への折衝の強化を図ります。 

 

（３） 国民年金事務の適正な処理 

○ 日本年金機構と連携し、制度に関する啓

発の強化や、年金相談の充実を図ります。 
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第２節 地域で支え合う社会福祉の充実 

地域福祉 

 

第一次総合計画後期基本計画の主な取組 

 

○ 第二次佐久市地域福祉計画に基づき、全

ての人々が住み慣れた地域で安心して

暮らしてくための各種施策を推進して

います。 

 

○ 災害時に要援護者の的確かつ迅速な安

否確認、避難誘導を行うため「避難行動

要支援者名簿」を作成するとともに、地

域による「災害時住民支え合いマップ」

の作成を支援しています。 

 

○ 市内の小・中・高等学校において、障が

い者による講話や車椅子体験などの福

祉体験教室を開催しています。 

 

○ ボランティアなどが地域で活動しやす

い環境づくりや、ボランティア活動の拠

点となるボランティアセンターに対す

る支援を行っています。 

 

○ 公共施設などを所管する関係機関と情

報の共有化を図りながら、ユニバーサル

デザインのまちづくりを進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 

 

○ 核家族化や都市化の進展により、地域の

つながりが希薄化傾向にあるため、市民、

民生児童委員などの福祉関係者と行政

が連携し、地域で助け合い、支え合うま

ちづくりを進めていく必要があります。 

 

○ 児童生徒に対し、福祉の心を育てる教育

を推進するため、各種施策を充実してい

く必要があります。 

 

○ 地域福祉の推進のため、地域の担い手で

ある、ボランティアの育成と、組織の充

実を図る必要があります。 

 

○ ボランティアが地域で活動しやすい環

境づくりを促進するため、ボランティア

の情報の収集・発信やコーディネート業

務などを行うボランティアセンターに

引き続き支援していく必要があります。 

 

○ 公共施設の整備などにおいて、ユニバー

サルデザインの視点に立ち、全ての人々

が暮らしやすいまちづくりを推進して

いく必要があります。 
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第二次総合計画前期基本計画の主な取組 

 

（１）地域福祉の推進 

○ 第三次佐久市地域福祉計画を策定し、市

民の社会福祉意識の高揚と、地域コミュ

ニティの育成を図るとともに、地域住民

と関係機関との協働により、総合的な地

域福祉ネットワークの充実を図ります。 

 

○ 福祉体験教室や福祉教育などの充実を

図ります。 

 

（２）ボランティア活動の促進 

○ 社会福祉協議会、ＮＰＯなどと連携し、

ボランティアを育成するとともに、組織

の充実と活動を促進します。 

 

○ ボランティアが地域で活動しやすい環

境整備を支援します。 

 

（３）ユニバーサルデザインのまちづくり 

○ 全ての人々が地域で安心して暮らすこ

とができるよう、ユニバーサルデザイン

の視点による公共施設等の整備や改修

を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


